
 

 

【原の《技術者一口メモ》〔07〕】 

琵琶湖疏水が「国宝指定」にされたことに因み 

2025 年 8月、琵琶湖疏水の諸施設 24カ所が重要文化財に、そのうち 5カ所が近代土木構

造物として初めて国宝に指定された。 

今回の「原の《技術者一口メモ》［07］」は、この琵琶湖疏水の国宝指定にちなみ琵琶湖疏

水事業の最大の貢献者である一人の指導者・北垣国道と二人の技術者の田邉朔郎と島田道

政について、併せて琵琶湖疏水沿いに点在する扁額について紹介する。 

【Ⅰ】一人の指導者と二人の技術者 

琵琶湖疏水は、京都の産業振興を目的に、水道用、工業用、灌漑用などの水を琵琶湖か

ら京都に引くため明治18年6月に着工され、約5年の歳月をかけ明治23年 4月に完成した。

疏水の幹線部の総延長は、約11㎞、トンネルは 6か所もあり、最大の長等山トンネルに至

っては約 2,436mもある難工事であった。  

 この疏水工事は、一人の個性的な指導者と二人の優秀な技術者によって建設が進められ

た。個性に満ちた指導者とは北垣国道（きたがきくにみち 1836-1916）、技術者は田辺朔

郎（たなべさくろう 1861-1944）と嶋田道生（しまだどうせい 1849-1925）である。  

《三人の生い立ち》 

 北垣国道は、北海道開拓使、熊本県大書記官、高知県令を経て、明治14年に第三代京都

府知事となった。彼は、東京遷都により疲弊した京都を回復させる手段として、運輸路、

水資源、そして動力源として琵琶湖の水を京都盆地に引き入れることを企てた。  

 その時、東京の工部大学校で土木を専攻していた田辺朔郎は、築港論や疏水計画などを

研究し、専門課程を終えた後、実地研究と卒業論文の作成のため京都にあった。ここで、

北垣の琵琶湖疏水の計画にふれて、これをヒントに卒業論文のテーマとしたという。  

 北垣は「琵琶湖疏水計画」を押し進めるため、工部大学校に人材を求め、これを受けて

大鳥圭介校長は田辺を推薦した。田辺は、明治16年 5月に京都府に入庁し、翌明治17年か

ら同疏水計画に従事することになった。  

 

 島田道生は北海道開拓使仮学校を経て、高知県に勤めていたが、明治15年 6月から測量

技師として京都府に勤めた。しかし、実際にはそれ以前から、琵琶湖に湖面水位観測のた

めの量水標設置を提言し、琵琶湖疏水基本構想の際の測量図作成にもあたった。  

 しかし、この遠大な計画は、かつてない距離のトンネルを必要とすることや、堅固な地

質であることから、工事は計画を大幅に上回る経費が必要となり、計画は一時頓挫の危機

に瀕したが、北垣の強い使命感と、田辺の高い技術と柔軟な頭脳、そして島田の正確な測

量技術、そして彼らが立案した綿密な計画によって琵琶湖疎水は完成した。  

 

 

 

 

 

 

 

   北垣国道      田辺朔郎     島田道生      田辺博士寿像 



 

 

【Ⅱ】琵琶湖疏水沿いに点在する扁額 

 疏水沿いの隧道の洞門には、工事が国家的大事業であったことを示すように、時の著名

人たちが筆をふるった書が彫刻された計９つの扁額が点在する。(伊藤博文、山縣有朋、井

上馨、西郷従道、北垣国道、田邊朔郎他) 

① 琵琶湖第一疏水の第一トンネル入口部の扁額  

 

  

 

 

 

工事着工時のわが国の初代内閣総理大臣である伊藤博文（1885-1888）が揮毫したのが 

「気象萬千」（きしょうばんせん）である。「様々に変化する風光はすばらしい」 

② 琵琶湖疏水の第二トンネル出入口部の扁額 

東口 

 

「仁以山悦智為水歓」～井上馨揮毫～ 

「仁は山を以て悦び、智は水の為に歓ぶ」 

西口 

 

「随山到水源」 ～西郷従道揮毫～ 

「山にしたがいて、水源に到る」 

 



 

 

【Ⅲ】琵琶湖疏水の国宝指定 

土木学会誌 2026.7月号の特集号 

「琵琶湖疏水国宝指定から考える」 

・「朔郎のお孫さんが語る、工学者の顔、文化人の顔」    お孫さんの田邊謙三氏 

・「琵琶湖疏水工事の測量遺跡」 

・「都市文化を編集する水系基盤」 

  文化とは不易流行である。変わらないために、変わり続けることが大切である。 

田中尚人 

・その他 

 

南禅寺水路閣  

                              2026.9.15 

                            特別上級土木技術者 

                              原  稔 明 

 

 

 

藤井義文画伯筆 

 

【参考図】 

 

《参考図書》「近代日本を築いた気概と志」原稔明著、サンライズ出版 2023 
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